
 

 
 

保育者は、子どもたちの成長を発見し、地上の活動においてもその能力を活かしていく

環境設定を考えていく必要があります。 

今後、このネット遊具が目指していくものは、以下に記します。 

 

ふふわわっっとと夢夢空空間間  

『陽彩(ひいろ)ブリッジ』は、すべての子どもたちの持っている能力や特徴「できるこ

と」を理解し、挑戦できる要素が含まれています。子ども自ら考え行動することで、思い

やりと優しさ、困っているときに助けを求められる勇気が育つ空間になります。 

 

陽陽彩彩ととととももにに  

保護者の方は子どもと離れて働いている時間に、子どもが保育園でどう過ごしているの

か、とても気になります。保護者のそのような思いを大切に受け止め、子どもたちの取り

組んだことをお伝えしています。 

『陽彩(ひいろ)ブリッジ』の魅力を感じた子どもたちが、いつも明るく笑顔で過してい

る姿を通して、保護者は安心して子どもを保育園に預けることができるでしょう。。  

  

集集ままれれ！！陽陽彩彩っっここ  

子育て支援で地域の親子、学校のない日の小学生など、地域の子どもたちに『陽彩(ひ

いろ)ブリッジ』を開放し、地域の高齢者にサポートしていただくことで、多世代にわた

る地域交流の具体的な道具にしていきたいと考えています。 

また、風船などを配置することで、アミューズメントパークのようにもなり、七夕には

飾りつけをし、あるいは恐竜の絵を飾ればアドベンチャーパークのようにもなり、わくわ

くする空間を演出し、末永く地域に愛される遊具として活躍することでしょう。 

 

このように、それぞれの子どもの年齢・体力・こころに合わせた楽しみ方ができるの

が、ふわっと夢空間『陽彩ブリッジ』の魅力になると考えています。 

 

以上 

 

 
 

保保育育計計画画成成果果報報告告書書  

法人名等 学校法人正良学園 

施設名 認可保育所 Bambini 

報告者（役職） 本  真由美（ 園長 ） 

住所・連絡先 

東京都大田区田園調布 1-50-6 

☎ (03)3722-1771 

E-mail bambini@narashinodai.ed.jp 

 

○タイトル（保育計画） 

狭い園庭でも子どもたちの創造力は無限大！！ 

 

○主な助成備品 

砂場・菜園整備 

 

 

１１．．保保育育計計画画策策定定のの目目的的  

2019年 4月に開園した【認可保育所 Bambini】は都心の住宅街の一角に建てられた。とて

も狭いが、園舎周りには少しの空間があり、乳児クラスがかけっこやボール遊び・夏にな

ると水遊びで使用する程度の大きさである。きちんと整備されているわけではなく、簡易

的に職員が人口芝生を敷き詰めて完成させたものであった。目の前には自然豊かで大きな

公園もあるが、車も自転車も歩行者も行きかう住宅地特有の狭い道路を通らなくてはいけ

ない。近いとはいえ、安全が確保されているとは言い切れなく、狭いながらも園庭をもっ

と有効活用できる方法を考えていた。 

＜砂場＞ 

１～２歳児が主に利用できる空間とし、砂を触ったり道具や水を使ってお山や泥だんご

を作る遊び（感触あそび）を通して、五感を刺激しながら創作意欲や創造性を育んだり、

指先の発達を養っていく。また、物の貸し借りなどを通して友だちや保育士とのコミュニ

ケーションを図っていくことによって社会性や協調性を身に付けていく。 

＜自然菜園＞ 

子ども達と土に触れ、種や苗を植え、毎日の水やりや観察を通じ子ども達の興味関心を

高めると共に、野菜を育てながら命を育てる実感を持たせ、豊かな感性を育む機会を作っ

ていく。年中長児では、野菜ができるまでの過程の観察記録をとることで、小さな変化に

も気づける眼を育てていくと共に、季節に応じた植物や野菜を育てることで四季への興味

を深め、自ら考え調べ、行動に移す主体性を育んでいきたい。 
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年少児では収穫したものを剥いたり洗ったりして自分たちの手で調理し食べることで、野

菜をしっかり食べるという意欲を育てていきたい。また同時に『食べ物に対する感謝の気

持ち』や『作ってくれた方への感謝の気持ち』も大切にしていきたい。 

 

２２．．具具体体的的なな実実施施内内容容  

園庭・砂場の整備 

菜園の整備 

 

３３．．そそのの成成果果とと評評価価  

【園庭整備】 

水はけが良くなり、夏の暑い時期には水遊びを存分に楽しむことが出来た。 

また、整備前は地面の凹凸が多くあり、足元のおぼつかない乳児クラスの子どもが歩行す

るには転びやすいという難点があった。整備後は歩行や走ることがしやすくなり怪我の減

少にも繋がっていった。 

 

【砂場】 

主に乳児クラスが使用。 

園庭で遊ぶ際に、遊びの選択肢が増え戸外活動の充実に繋がった。 

砂場遊びは、感触遊び・造形遊び・ままごと遊び等、環境・人間関係・言葉・表現といっ

たいろいろな視点からの成長に繋がっている。 
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年少児では収穫したものを剥いたり洗ったりして自分たちの手で調理し食べることで、野

菜をしっかり食べるという意欲を育てていきたい。また同時に『食べ物に対する感謝の気

持ち』や『作ってくれた方への感謝の気持ち』も大切にしていきたい。 

 

２２．．具具体体的的なな実実施施内内容容  

園庭・砂場の整備 

菜園の整備 

 

３３．．そそのの成成果果とと評評価価  

【園庭整備】 

水はけが良くなり、夏の暑い時期には水遊びを存分に楽しむことが出来た。 

また、整備前は地面の凹凸が多くあり、足元のおぼつかない乳児クラスの子どもが歩行す

るには転びやすいという難点があった。整備後は歩行や走ることがしやすくなり怪我の減

少にも繋がっていった。 

 

【砂場】 

主に乳児クラスが使用。 

園庭で遊ぶ際に、遊びの選択肢が増え戸外活動の充実に繋がった。 

砂場遊びは、感触遊び・造形遊び・ままごと遊び等、環境・人間関係・言葉・表現といっ

たいろいろな視点からの成長に繋がっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【菜園】 

4・5歳児が食育活動の一環としてオクラとなすを育てた。 

水やりや雑草抜き等の経験をし、植物の育つ過程に関心を示しながら取り組むことが出来

た。 

コロナ禍だったため、収穫した野菜を使った調理活動を行うことが出来なかったが、自分

たちが育てた野菜を給食職員に調理してもらって食べることで、苦手な野菜を食べるきっ

かけにもなっていった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、実際に育てることはできなかったが、業者から【さつまいも】の芋ほり体験として

葉っぱ付きのさつまいもをいただき、畑に埋め込み【芋ほり】体験を行うことが出来た。 
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４４．．今今後後のの課課題題とと展展望望  

都会には、当園のように小さい・狭い園庭の保育施設が多くあると思う。思い切り走って

遊ぶことは難しいが、工夫すると遊びの幅が広がり、大切な乳幼児期のさまざまな発達を

促していけると感じた。 

畑に関しては、今年度は夏場の菜園活動のみの使用となった。今後は、子どもたちの興味

関心に合わせながら、四季を通して活用していけるようにしたい。 

砂場に関しては、環境をもう少し整え、遊びやすい工夫（道具置き場やベンチの設置等）

をしていきたいと考えている。 

以上 
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